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新 技 術 

の 成 果 

な   ど 

技 術 の 名 称 革新的な抗癌生物製剤の開発 

ジ ャ ン ル 

□ ナノテク・材料  ■ 医療・バイオ 

□ 情報関連・ＩＴ   □ 環境関連 

□ 製造技術     □ その他 

概    要 

  

MDVV 

ｍO 

ヒト膵臓癌の皮下腫瘍マウスモデ
ルにおいて、ワクシニアウイルス
ワクチン株（ｍO）を基に改良を加
えたMDVVは、正常組織では増殖せ
ず腫瘍特異的に増殖し、その結果
腫瘍のみを標的破壊し消失させ
た。非侵襲的にモニターしたウイ
ルス増殖は、腫瘍部位（矢印）で
のみ確認された。  

現在世界中において、生きたウイルス
を利用して癌を治療する癌ウイルス
療法に関する臨床治験が積極的に行
われている。これは、ウイルスが本来
持っている癌細胞に感染後、癌組織内
で増殖しながら死滅させるという性
質を利用する方法である。 
 我々は、痘瘡ワクチンとして重篤な
副作用が無く使われていた純国産ワ
クシニアウイルスワクチン株の安全
性に注目し、遺伝子組換え技術により
さらなる改良を加え、革新的な癌標的
治療薬としての臨床応用を目指して
いる。 

マッチングを想定する

業界/用途利用分野 

製薬業界/癌治療 

 

 

産業界へのアピール

ポイント/新規産業形

成の可能性 

これまでの研究成果は、本製剤が現行の治療法に極めて高い抵抗性を示す難

治性悪性腫瘍に対して革新的な治療薬になり得る可能性を示している。又、

癌ウイルス療法は、これまでの抗癌剤とは全く異なり、生きたウイルスを利

用するという新しい概念に基づいているため、新規産業形成の可能性も十分

に有している。 

従来技術に対する 

新規性･優位性 

国内外において、本ウイルスを用いた癌治療法に関する研究開発の報告はな

く、日の丸印の純和製抗癌ウイルス製剤となり得る。又、本製剤による新し

い治療戦略は、ウイルスの増殖に伴う抗癌作用が細胞内のマイクロRNAに依

存していることであり、ウイルス投与前に個々の癌患者の検体でマイクロ

RNAの発現を調べることによって、個別化医療への発展も期待できる。 

実用化に向けた課題 

本製剤の臨床応用には、ヒトに投与することができるGMP品質を持つウイル

スの製造が必要不可欠となる。既に我々は本課題にも取組んでおり、ウイル

ス製造のための GMP 準拠施設を設置し、そのためのノウハウを蓄積してい

る。 
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